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1 事業概要

▶ 事業内容

課題を解決するため、

〇障がい者一人ひとりの個性に合わせたトレーニング

〇日常生活や就労におけるリアルな体験

〇楽しみながら意欲的・継続的にトレーニングできる仕組み

▶ 背景と経緯

〇理想は障がい者が地域に定着して楽しく働いてほしい

〇地域の障がい者支援事業所や特別支援学校などの
ステークホルダーと何度も意見交換を重ね、現状と課題
について共有しました

〇その結果、

■規則正しい日常生活の確保

■対人コミュニケーション

VR・映像 小テスト 管理

買い物や作業など
をVRでリアルに

体験

スキル向上の
サポートとして

一人ひとりの能力
を管理・分析

2 開発したシステム

▶ VR・映像

仮想空間で商品の棚卸やお金の勉強ができます。
選択肢によってシーンが変化するため、正しい対応を勉強
することができます。

▶ 小テスト

挨拶やルールなどの項目を13科目設定しています。
学習レベルに合わせて自動で最適な問題が出題されます。

▶ 管理等

指導者はユーザーの学習状況や能力を一元管理できます。
ユーザーもマイページで自分の学習レベルをバッジで確認
でき、次に必要な学習をアバター先生が教えてくれます。

これらを提供していく手法

この2つが大きな課題
と判明しました
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3 テストの様子 4 データの比較

紋別高等養護学校の先生・生徒の皆さんにご協力
いただき、約1ヶ月間試してもらいました。

子ども理解支援ツール「ほっと」
(北海道教育委員会)により、
コミュニケーションスキル13要素
を測定。
テスト前とテスト後に測定し、
どのようにスキルが変化したか比
較しました。

ソーシャルスキル尺度得点の特徴 データ A-A_2023.1S

生徒ID 選択▼

良い関係を
保つ力
（関係維持）

仲間と高め
合う力
（仲間強化）

セルフコン
トロール力
（自己統制） 因子 生徒得点

サポートを 関係維持 52.6

仲間強化 52.2

自己統制 57.3

援助要請 54.2

合計 54.5

比較 選択▼

選択▼

関係維持

仲間強化

自己統制

援助要請

合計

あいさつをする（礼儀） 項目 生徒得点

意見を伝える（表明） 礼儀 3.6

仲間に加わる（参加） 表明 3.0

相手を思いやる（配慮） 参加 3.3

嫌なことを断る（拒否） 配慮 3.5

緊張を抑える（緊張） 拒否 3.1

相手を称える（称賛） 緊張 2.1

ルールを守る（遵守） 称賛 3.2

注意を呼びかける（忠告） 遵守 3.5

自らを律する（自律） 忠告 2.6

リーダー役を担う（率先） 自律 3.3

学ぶ姿勢をつくる（学業） 率先 2.4

悩みを相談する（相談） 学業 3.3

相談 3.5

52.6

52.2

57.3

54.2

35 40 45 50 55 60 65

良い関係を

保つ力

（関係維持）

仲間と高め

合う力

（仲間強化）

セルフコン

トロール力

（自己統制）

サポートを

求める力

（援助要請）

偏差値

学級平均 生徒得点

0

1

2

3

4

あいさつをする（礼儀）

意見を伝える（表明）

仲間に加わる（参加）

相手を思いやる（配慮）

嫌なことを断る（拒否）

緊張を抑える（緊張）

相手を称える（称賛）ルールを守る（遵守）

注意を呼びかける（忠告）

自らを律する（自律）

リーダー役を担う（率先）

学ぶ姿勢をつくる（学業）

悩みを相談する（相談）

各項目別スキルの状況

学級平均 道内平均 生徒得点

ソーシャルスキル尺度得点の特徴 データ A-A_2023.2S

生徒ID 選択▼

良い関係を
保つ力
（関係維持）

仲間と高め
合う力
（仲間強化）

セルフコン
トロール力
（自己統制） 因子 生徒得点

サポートを 関係維持 55.1

仲間強化 56.3

自己統制 59.2

援助要請 54.2

合計 57.5

比較 選択▼

選択▼

関係維持

仲間強化

自己統制

援助要請

合計

あいさつをする（礼儀） 項目 生徒得点

意見を伝える（表明） 礼儀 3.6

仲間に加わる（参加） 表明 3.2

相手を思いやる（配慮） 参加 3.4

嫌なことを断る（拒否） 配慮 3.7

緊張を抑える（緊張） 拒否 3.4

相手を称える（称賛） 緊張 2.3

ルールを守る（遵守） 称賛 3.4

注意を呼びかける（忠告） 遵守 3.6

自らを律する（自律） 忠告 2.8

リーダー役を担う（率先） 自律 3.5

学ぶ姿勢をつくる（学業） 率先 2.9

悩みを相談する（相談） 学業 3.3

相談 3.5

55.1

56.3

59.2

54.2

35 40 45 50 55 60 65

良い関係を

保つ力

（関係維持）

仲間と高め

合う力

（仲間強化）

セルフコン

トロール力

（自己統制）

サポートを

求める力

（援助要請）

偏差値

学級平均 生徒得点

0

1

2

3

4

あいさつをする（礼儀）

意見を伝える（表明）

仲間に加わる（参加）

相手を思いやる（配慮）

嫌なことを断る（拒否）

緊張を抑える（緊張）

相手を称える（称賛）ルールを守る（遵守）

注意を呼びかける（忠告）

自らを律する（自律）

リーダー役を担う（率先）

学ぶ姿勢をつくる（学業）

悩みを相談する（相談）

各項目別スキルの状況

学級平均 道内平均 生徒得点

テスト前 テスト後

2.5ポイント増

4.1ポイント増

1.9ポイント増

良い関係を保つ力が+2.5ポイント、仲間と高め合う力が+4.1ポ
イント、自己統制が1.9ポイント増加する結果となりました。

今後は…
〇 本システムは、障がい者一人ひとりの個性や様々なシーン
に柔軟に対応していくため、管理者が映像や問題の編集、追加
を行える仕様にしています。今回は、「紋別モデル」となって
いますが、横展開を進めることにより「〇〇モデル」が増え、
それを誰でも使うことができるため、トレーニングの効果はど
んどん増していきます。
〇 システムの特徴は、「誰でもどこでもリアルなトレーニン
グができる」ことです。不登校や引きこもりなど
コミュニケーションに不安のある方でも、
落ち着ける場所で気軽に体験することが
できます。

もしよければご覧ください→システムHP

VR・AI技術を活用したSST構築事業 概要ver P2


